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1.はじめに  

(1)研究の背景 

新型コロナウイルスほど深刻かつ高範囲の感染症は，

世界史上でも初めての経験である．感染者の急増に伴

う感染拡大防止の対策が次々と取られている．世界各

地で外出禁止令が発動された．日本においても，学校・

大学の休校，行事・イベントの自粛，外出自粛要請が

行われており，コロナの影響により人の行動パターン

は大きく変わっていると考えられる． 

(2)研究の目的 

本研究の目的は，新型コロナウイルス感染期におい

て，都市公園における歩行者交通量の変化を把握する

ことである．これにより，感染症からの安全性の高い

都市計画の策定に関し知見を得られると考えられる． 

(3)既存研究と本研究の位置づけ 

平井ら¹⁾は，応急的な交通サービスの設計・運用に活

かすことを目的とした 2 つのプローブパーソン（PP）

調査を試行的に実施した結果を報告し，災害時におけ

る PP 調査の有用性について論じている．本研究におい

ては，常時観測調査で交通量を把握し，人の生活への

影響を交通行動に着目して把握することとする． 

2.研究対象施設 

本研究では，群馬県立敷島公園を対象とし，駐車場

にカメラを設置し，断面交通量を記録する．対象であ

る歩行者，二輪車，バス，自動車が通過する断面に違

いが見られると考えたため，2 つの断面をとる．歩行者，

自転車，バスを対象とする断面を道路断面，自動車，

バイクを対象とする断面を駐車場出入口断面とする．

調査場所を図 1 に示す． 

3.常時観測調査 

設置した自動測定カメラにより，撮影エリア内に入

る歩行者，自転車，バス，自動車，バイクを撮影する．

静止画での断面交通量の把握が可能か検証し，マスク

の着用状況の把握が可能であることがわかった．また， 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査場所 

表 1 交通量測定調査の概要 

調査期間 2020 年 3 月 30 日～2020 年 9 月 27 日 
目的 静止画での交通量の把握が可能か検証し，コロナ前

後での交通量の変化を把握する． 
集計方法 (1)1 時間ごとの性別歩行者数，性別自転車数，自動車 

(2)歩行者，自転車のマスク着用状況 

 

 

 

 

 

 

図 2 研究の枠組み 

マスク着用により個人属性の判別が困難であり，年代

別には集計しないこととした． 

4.分析方法 

(1)分析の枠組み 

コロナ感染期における交通行動には，感染状況，政

府の対策，報道の 3 つの要素が影響していると考えら

れる（図 2）．また，本研究における歩行行動は，歩行

者数，公園施設利用者数とし，歩行者，自転車につい

てはマスクの着用状況を集計している． 

(2)分析期間 

コロナ感染はまだまだ終息していないが，研究対象

としての分析期間を設定する．日本において，コロナ

の「第 1 波」は 3 月中旬～5 月中旬，「第 2 波」は 6 月 

キーワード 新型コロナウイルス，都市公園，歩行者数，常時観測調査 

連絡先 〒371-0816 群馬県前橋市上佐鳥町 460-1 前橋工科大学 地域・交通計画研究室 TEL. 027-265-7362 E-mail: tmorita@maebashi-it.ac.jp 
 

Ⅳ-44 第48回土木学会関東支部技術研究発表会



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 PCR 検査陽性者数と歩行者数（1 週間平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 PCR 検査陽性者数とマスク着用率（1 週間平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 PCR 検査陽性者数と公園施設利用者（1 週間平均） 

下旬～9 月，それに続き 10 月以降は「第 3 波」とする．

本研究では，分析期間を 3 月 30 日から第 2 波期間の 9

月 30 日と設定することにした． 

5.分析 

(1)感染状況と歩行者数・マスク着用率 

X 軸を PCR 検査陽性者数（全国），Y 軸を歩行者数，

公園施設利用者数，マスク着用率とし，1 週間毎の日平

均を示した．図 3 の PCR 検査陽性者数と歩行者数は，

右下がりの傾向を示すと考えられるが，第 2 波の感染

が拡大している 7 月から 8 月にかけて歩行者数が増加

している．図 4 には PCR 検査陽性者数とマスク着用率

を示した．この図は右上がりの傾向を示すと考えられ，

第 1 波の 3 月から 4 月上旬にかけてマスク着用率は上

昇し，5月13日緊急事態宣言の解除に伴って低下した． 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 群馬県の対策数と歩行者数 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 群馬県における報道数と歩行者数 

第 2 波の感染拡大期には横ばいである．図 5 には，PCR

検査陽性者数と公園施設利用者数を示した．この図は，

右下がりの傾向が想定されるが，7 月から 8 月にかけて

感染拡大にも関わらず公園施設利用者は増加した． 

(2)群馬県の対策数・報道数と歩行者数 

群馬県の発した対策数と歩行者数を図 6 に示した．

第 1 波，第 2 波のそれぞれの期間において対策が打た

れているが 5 月の大型連休においては歩行者数が増加

している．群馬県の地方紙である上毛新聞による報道

数と歩行者数を図 7 に示した．第 2 波の期間の報道数

は減少しており，歩行者数は増加している． 

6.まとめ 

コロナ感染期における都市公園の歩行行動を分析し

たところ，第 2 波の期間は，感染が広まっているにも

関わらず歩行者数が増加していた．マスクの着用率は，

60%から 80%であり安定しており，マスク着用の習慣が

ついてきたと考えられる．感染拡大期にもかかわらず 5

月の大型連休，夏期休業は歩行者数が増加している． 

今後は，より詳細な分析と，他の都市施設との関係

における都市公園の利用状況の把握が課題である． 
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